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―マリアとユダをめぐって―

















































































































































2004 年から 2006 年にはテレビのバラエティ番組でもしばしば『ダ・
ヴィンチ・コード』に関する特集が組まれていた。そのなかであるレポー
ターが、カイロのコプト博物館に展示されている「ナグ・ハマディ文
















































































































































































































読み取る ｢史実｣ が論拠となる。しかし絶対的な史料の不足のために ｢史
的ユダ｣ の探求は「史的イエス」の探求よりもはるかに不毛である。他
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図 3　マルティノ ･ アルトモンテ　
『無原罪の御宿り』　1719 年。スロ
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注
1） たとえばアガンベン 2007；リクール 1987－1990；ド・セルトー 1996；ド・セルトー
2003；ダント 1989；ヴェーヌ 1982 など参照。
2） 吉田・松村 1987, p.ii.
3） 大林ほか編 1994. そのほか Kees 1987 など参照。
4） 松村 1999 参照。
5） 島薗（1992）の論考は、（宗教的な）実体験の物語化（神話化）として体験談を捕
らえることにより、「体験」と「神話」をつなぐ視点を与えるものである。
6） たとえば島薗・鶴岡編 2004 参照。
7） マック 2003, pp.16-17.
8） マック 2003, pp.17-18. イエスを神話的存在ととらえるものとして、さらにハー
パー 2007 なども参照。










そして相互の間に方法論的な合意がない。大貫 2003, pp.10-11 参照。さらに佐藤
2004 も参照。
10） たとえばダント 1989, ヴェーヌ 1982, 野家 2001, 高橋 2002 など参照。






















14） メソポタミアの天体占いについては Koch-Westenholz 1995 など参照。文字の使
用以前から時間の計測はあったかもしれない。メソポタミアでは紀元前 3 千年紀
後半以降の文字資料によって暦の使用およびその変遷を知ることができる。前田
2004, p.485；Hunger 1976-1980, pp.297-303 参照。メソポタミアにおいても暦
法の統一は政治権力の拡大に伴ってなされ、またしばしば統治者の治世の何年目と
いう紀年法が採用された。




16） ダント 1989 参照。









あったと考えた紀元前 800 年から紀元前 200 年の間をさす。ヤスパース 1964, 
pp.21-56 参照。ただし島薗は「枢軸の時代」について問い直すことの必要性にも
｜   311キリスト教神話の「発展」






ぼ同時（2006 年 5 月 20 日）に公開された映画『ダ・ヴィンチ・コード』も公開
三日後まででチケット売り上げが全世界で 2 億 2400 万ドル（約 250 億円）に達
したとされる。当時その額は、2005 年 5 月に公開された『スター・ウォーズ・
エピソード３』に次ぐ歴代二位であったという。http://www.nextglobaljungle.
com/2006/05/post_34.html 参照。
21） 宮坂清 2006 参照。
22） エジプトのナグ・ハマディで 1945 年に発見されたコプト語の五十二文書。ギリシ
ア語の原書をコプト語に訳したものであり、3－4 世紀に作成されたパピルス写本
群。
23） 藤原聖子 2007, p.38.
24） 2007 年春、フィレンツェのウフィツィ美術館からはじめてダ・ヴィンチ作「受胎
告知」が日本に貸し出された。
25） ブラウン 2004, 下巻 p.14. ブラウンは『マグダラとヨハネのミステリー』（ピクネッ
ト／プリンス 1999）から、誤謬も含めて多くを受け継いでいる。この本ではすで
にダ・ヴィンチが「最後の晩餐」に暗号が込め、ヨハネのかわりにマグダラのマリ









ては筒井 2004, pp74-83 も参照されたい。マイヤーによる「フィリポによる福音書」
の翻訳も邦訳されている。マイヤーほか 2006c, pp.87-115.
27） フィップス 1974 参照。
28） 小林訳 1998a, pp.117-125。さらに小林 1998b, pp.349-354 参照。日本では特に
荒井によって、マグダラのマリアを含めた「グノーシス主義の女性観」が取り上げ
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られていた。荒井 2001, pp.265-342 参照。『マリアによる福音書』の原文書三点
は、① 5 世紀のコプト語パピルス「ベルリン写本 8502」（1896 年にカイロで購入、
1955 年公刊、1972 年改訂版）、他の二点はエジプトのオクシリンコスで発見され
た 3 世紀のギリシア語パピルス断片である②「ライランズ・パピルス 463」（1938
年公刊）と③「オクシリンコス・パピルス 3525」（1983 年公刊）である。キング
2006, pp.22-27 参照。
29） ルドルフ 2001, p.v 参照。
30） キング 2006, pp.257-323 参照。「グノーシス」についての手軽な概説として大貫








がた自身が罪を生み出しているのである。」キング 2006, pp.32-33. 小林訳 1998a, 
pp.118-119 参照。
32） キング 2006, pp.33-34. 小林訳 1998a, p.120 参照。




34） キング 2006, pp.14-15.
35） 本巻の細田論文と岡田 2005 も参照。
36） マグダラのマリアが娼婦とされた経緯については本巻の細田あや子論文を参照。
37） クロスニー 2006. なおロビンソンはクロスニーとは異なる角度から、文書の発見
と公刊をめぐる事情を記している。ロビンソン 2007 参照。
38） この間の経緯についてはクロスニー 2006, p.29 参照。
39） クロスニー 2006, p.295 参照。
40） クロスニー 2006, pp.304-309. 全部で六十六ページの写本のなかには『ユダの福
音書』のほかに『フィリポに送ったペトロの手紙』（ナグ ･ ハマディ写本、荒井訳
1998a とほぼ同じ内容）、『ヤコブ黙示録 I』（ナグ ･ ハマディ写本、荒井訳 1998b
とほぼ同じ内容）、『アロゲネース』（ナグ ･ ハマディ写本の『アロゲネース』小林
訳 1998c とは内容的に異なる版）の三つがあった。カッセルとウルストらは新た
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にこれら四文書の注釈付き新訳を発表した。Kasser et al. 2007 参照。文書修復に
は、パピルス古文書修復家のフロランス ･ ダルブルと、コンピュータを駆使してパ
ピルス繊維の方向を見つけて断片を復元したグレゴール ･ ウルスト（アウグスブ




ファン・デルフリート 2007, p.58 参照。
41） クロスニー 2006, pp.310-311 参照。Kasser et al. 2007, p.1 参照。
42） 『ユダの福音書』本文の翻訳はカッセルほか 2006 参照。『ユダの福音書を追え』を
まとめたクロスニーこそ「最初にこの写本の存在と重要性をナショナルジオグラ
フィック協会に知らせ、出版の可能性について真剣に検討すべきだと説得した人物」
とされる。アーマン 2006, p.15 参照




ため、信頼できる結果はでないとし、コプト語の書体学から 4 － 5 世紀初頭の文












荒井 2007a, pp.125-126 参照。「天上のものと地上のもの」とは、創造神による被
造物のすべてのことであり、グノーシス派では、それが「解消」されると考える。
荒井 2007a, p.127 参照。『ユダの福音書』がエイレナイオスが言及した文書と同
一であることについては疑問も出される。カインの名もその「同族」も言及されて
いない。しかし多くの福音書は『・・・による福音書』と題されるのに対して、『ユ













47） ファン ･ デル ･ フリートが『ユダの福音書』から引用する箇所をコプト語本文から
の戸田訳によって引用。ファン ･ デル ･ フリート 2007, p.88. 荒井 2007a, p.160
も参照。











ファン ･ デル ･ フリート 2007, p.22; pp.42-45 参照。大貫 1999, pp.31-32 も参照。
「バルベーロー」についてはファン・デル・フリート 2007, p.117 も参照。さらに
大貫 2000, pp.160-238 も参照。
49） ファン ･ デル ･ フリート 2007, p.99; 荒井 2007a, p.161 も参照。
50） ファン ･ デル ･ フリート 2007, p.94 参照。
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銭欲〉ゆえの〈裏切り〉とみたのは、マタイ、ルカ、ヨハネの各福音書であり、〈サ
タン〉の業とみたのはルカとヨハネであった。ユダの縊死あるいは転落死につい





エスの要請だった」と述べる。マイヤー 2006, p.7 参照。
54） 現代の研究者にも「裏切り者とされたユダ」と自分を重ねて考えるという視点が見
られる。特にクラッセン 2007 参照。さらに佐藤 2001；荒井 2007a；荒井 2007b
などを参照。またユダに関するアンソロジーとして大貫編 2007 は内容豊富であ






を与える」ものとされている。ファン・デル・フリート 2007, p.147 参照。
55） 現在のカトリック中央協議会のホームページ（http://www.cbcj.catholic.jp/）で
は次のように説明している。「（聖母の被昇天は）マリアが霊魂も肉体もともに天
に上げられたという教義で、1950 年 11 月 1 日に、教皇ピオ 12 世（在位 1939 －
1958 年）が全世界に（中略）公布しました。（中略）すでに教皇レオ 13 世（在位
1878 － 1903 年）の命令によって、検邪聖省（現在は教理省）の記録庫に多くの
請願が特別に集積され、後には神学者たちの希望も追加されました。また第一バチ
カン公会議（1869 － 1870 年）において、204 名の教父が聖母の被昇天を決定す
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て、マリアが神の母であることを特に強調したことが考えられます。」
56） デンツィンガー編 2002, pp.606-607 参照。
57） カトリック教会の「聖母被昇天」は、東方正教会の「生神女就寝」が 6 世紀ころ
西方に伝わったものとされる。8 月 15 日にその出来事を記念して祝う（the Feast 
of the Assumption）。Langlinais 2003 参照。
58） マリアが原罪を免れているということは、「その母親であるアンナもまた、夫との
性的交渉なくして娘マリアを宿したということになる。」岡田 2007, p.81.「無原
罪の御宿り」とその多様な絵画表現については岡田 2007, pp.78-138 参照。「無原
罪の宿り」の教義については O’Connor 2003 も参照。
59） 高橋 2005 参照。
60） ユング 1988. この作品については高橋 2005, pp.17-23; ハイジック1985, pp.92-108
などを参照。
61） ユング 1988, pp.13-14. ユングと「グノーシス主義」との関係については高橋
2005, pp.169-200 参照。
















63） ユング 1988, p.49 参照。
64） ユング 1988, p.73. 林道義によれば、「神が心の奥でひそかに人間に追いつかなけ
ればならないと思ったということは、当時の人々の集合的な心の状態が、神の無意
識的で暴君的なイメージにたえられなくなり、もっと意識的な人間的なイメージを
求めたということを意味しているのである。」林 1988, p.177. ユングによれば「人









65） 林 1988, 特に p.186 参照。







67） ユング 1988, pp.43-44. この書は『シラ書』、『集会の書』などとも呼ばれる。「旧
約聖書続編」（新共同訳）参照。
68） ユング 1988, pp.45-48 参照。
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果的関連の原理」として規定され、占星術や易経、「スカラベの事例」などとの関
係から論じられることが多い。渡辺学 1991, pp.149-228 参照。
71） ユング 1988, p.48 参照。他方ユングは「無時間的な永遠」にも言及する。「キリ
ストの誕生は歴史的な一回限りの出来事であるにもかかわらず、しかしそれはいつ
でも永遠に存在し続けているのである」という。ユング 1988, p.62.　またユング
は「史的イエス」の研究には懐疑的である。ユング 1988, pp.71-72 参照。






の宣言を機にマリアの幻影を何度か見たという。ユング 1988, p.144 参照。
74） ユング 1988, p.140.
75） ユング 1988, p.141.
76） ユング 1988, p.147.
77） ユング 1988, p.145. ユングは『ユング自伝』の「晩年の思想」のなかでも「神話
の今後の発展」について論じている。ユング 1972-1973, 2, pp.180-182 など参照。
さらに高橋 2005, pp.98-103 参照。
78） ユング 1988, p.152 参照。








の母性的な性格が見られる」という。ユング 1988, pp.146-149 参照。













81） ユング 1988, pp.74-75.











で以上に鮮明に描出されるであろう」と述べている。佐藤 2004, p.35 参照。その
他に笠原 1999, 笠原／佐藤編 2005, 大貫 2003, 大貫 2006 なども参照。
84） 図４とその全体図については岡田 2005, pp.57-59; 佐々木 1994, p.74 参照。「空中
浮揚」と図５のような「天使たちによって天に昇るマグダラのマリア」、図 6 のよ
うな「マグダラのマリアの被昇天」のテーマについては岡田 2005, pp.106-117、
さらに同 p.172 と口絵 8（カニャッチ『天に昇るマグダラのマリア』1640 年頃、
フィレンツェ、ピッティ宮）も参照。頭髪が長く伸びた「隠修士タイプ」のマグダ
ラのマリアについては同 pp.30-36 参照。すでに 13 世紀の『黄金伝説』のなかに
はそれまでのマグダラのマリア伝承の多くがまとめられている。そのなかには、マ
グダラのマリアが隠修士として修行した結果、毎日天使につれられて天に昇るよう
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87） ユングが手に入れた「ナグ・ハマディ文書」の一部は後に「ユング写本」として
出版された。その前後の経緯についてはルドルフ 2001, pp.33-35 参照。ユングの
















著：Giorgio Agamben, Infanzia e storia, Nuova editione 2001）。
バート・D・アーマン 2006：「はじめに」クロスニー 2006, pp.9-18.
荒井献／大貫隆編 1998a：『ナグ・ハマディ文書Ⅱ　福音書』岩波書店。
荒井献／大貫隆編 1998b：『ナグ・ハマディ文書Ⅲ　説教 ･ 書簡』岩波書店。
荒井献／大貫隆編 1998c：『ナグ・ハマディ文書Ⅳ　黙示録』岩波書店。
荒井献訳 1998a：「フィリポに送ったペトロの手紙」荒井 ･ 大貫 1998b, pp.347-359.
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池上良正・小田淑子・島薗進・末木文美士・関一敏・鶴岡賀雄編 2003-2004：『岩波講
座宗教』全 10 巻、岩波書店。
石原綱成 2007：「ユダの図像学」荒井 2007a, pp.173-234.
ジェームズ ･C. ヴァンダーカム 2005：『死海文書のすべて』（秦剛平訳）青土社（新装版、
原著：James C. VanderKam, The Dead Sea Scrolls Today, 1994）。
ポール・ヴェーヌ 1982：『歴史をどう書くか』（大津真作訳）法政大学主出版局（原著：
Paul Veyne, Comment on écrit l’histoire—Essai d’épistémologie, Paris 1971）。
ヤコブス・デ・ウォラギネ 2006：『黄金伝説』２（前田敬作／山口裕訳）平凡社（原著：
Jacobus de Voragine, Legenda aurea）。
大貫隆訳 1998a：「フィリポによる福音書」荒井献／大貫隆編 1998, pp.53-115.


















ラフィック社（原著：Rodolphe Kasser/ Marvin Meyer/ Gregor Wurst/ Bart D. Ehrman 
(eds.), The Gospel of Judas, National Geographic Society 2006）。
カレン・L. キング 2006：『マグダラのマリアによる福音書―イエスと最高の女性信徒
―』（山形孝夫・新免貢訳）河出書房新社（原著：Karen L. King, The Gospel of Mary 
of Magdala. Jesus and the First Woman Apostle, 2003）。
久米博 1995：「訳者あとがき」リクール 1995a, pp.371-378．
ウィリアム・クラッセン 2007：『ユダの謎解き』（森夏樹訳）青土社（原著：William 
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Klassen, Judas: Betrayer or Friend of Jesus? 1996）。
ハーバート・クロスニー／バート・D. アーマン 2006：『ユダの福音書を追え』（関利
枝子ほか訳）日経ナショナルジオグラフィック社（原著：Herbert Krosney/ Bart D. 
Ehrman, The Lost Gospel: The Quest for the Gospel of Judas Iscariot, 2006）。
E. J. グッドスピード著／ R. M. グラント補訂 1994：『古代キリスト教文学入門―使徒
後時代からニカイア公会議まで―』石田学訳、教文館（原著：Edgar J. Goodspeed, 
revised and enlarged by Robert M. Grant, A History of Early Christian Literature, 1942, 
1966）。
小林稔訳 1998a：「マリヤによる福音書」荒井／大貫編 1998a, pp.117-125.
小林稔 1998b：「解説　マリヤによる福音書」荒井／大貫編 1998a, pp.349-354.















島薗進 2006：「枢軸時代と歴史宗教」島薗ほか編 2006, pp.174-175.
島薗進 2007：『スピリチュアリティの興隆―新霊性文化とその周辺―』岩波書店。
ミシェル・ド・セルトー 1996：『歴史のエクリチュール』（佐藤和生訳）法政大学出
版局（原著：Michel de Certeau, L’Écriture de l’histoire (1975), 3e éd., 1984）。
ミシェル・ド・セルトー 2003：『歴史と精神分析―科学と虚構の間で―』（内藤雅文




高橋原 2001：「ユング心理学とグノーシス主義」大貫ほか編 2001, pp.254-266.
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高橋原 2005：『ユングの宗教論―キリスト教神話の再生―』専修大学出版局。
アーサー ･C. ダント 1989：『物語としての歴史―歴史の分析哲学―』国文社（原著：
Arthur C. Danto, Analytical Philosophy of History, 1965; “The Problem of Other Periods,” 
The Journal of Philosophy 63, 1966）。
筒井賢治 2004：『グノーシス―古代キリスト教の〈異端思想〉―』講談社。
H. デンツィンガー編、A. シェーンメッツァー増補改訂 2002：『カトリック教会文書資
料集（改訂版）』（A. ジンマーマン監修、浜寛五郎訳）エンデルレ書店（初版 1974 年）
改訂 5 版（原著：H. Denzinger/A. Schönmetzer, Enchiridion symbolorum definitionum et 
declarationum de rebus fidei et morum, editio XXXVI emendata）。
利倉隆 2006：『ユダ　イエスを裏切った男』平凡社。
野家啓一 1996：『物語の哲学―柳田国男と歴史の発見―』岩波書店。
ジェームズ ･ ハイジック 1985：『ユングの宗教心理学―神の像をめぐって―』（纐纈
康兵 ･ 渡辺学訳）春秋社（原著：James W. Heisig, Imago Dei: A Study of C.G. Jung’s 
Psychology of Religion, 1979）。
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